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研究成果の概要（和文）：環境の複雑な「問題群」に対して、「普通の人々」にはどのような対応が可能か？こ
うした問題群に対処し改善する力はあるのだろうか？このような問いに対して1980年代に提唱された生活環境主
義の現代的発展モデルを具体的現場から提出することを目的とした。目的達成のために、フィールドワークを通
して次の二点を明らかにした。
第一は、生活環境主義の汎用性（応用力）を確認した。第二は、共同体の境界を越えて生起する深刻で重大な危
機に対して、「小さな共同体」が生活知を駆使して柔軟に対応していることを明らかにした。それらの知見を通
して複雑化し世界規模に拡大する環境問題に対応する新たな生活環境主義の可能性を確認した。

研究成果の概要（英文）：How can 'ordinary people' respond to complex environmental 'problem 
clusters'? Do they have the capacity to address and ameliorate these problem clusters? The aim of 
this study is to present a contemporary development model of 'Everyday Life-Environmentalism' 
proposed in the 1980s to answer these questions, from a concrete field perspective. To achieve our 
objectives, two points were identified through the fieldwork. First, the versatility (applicability)
 of 'Everyday Life-Environmentalism' was confirmed. Second, we revealed that the 'small communities'
 responded flexibly to serious and critical crises arising beyond the boundaries of the community by
 making use of their living knowledge. Through these findings, the potential for a new 'Everyday 
Life-Environmentalism' to respond to environmental problems that are becoming increasingly complex 
and expanding on a global scale was confirmed.

研究分野：社会科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 研究代表者らは1980年代前半から琵琶湖岸をはじめとする集落の調査を通して、開発や近代化の変動過程にお
ける「小さな共同体」の環境保全力を明らかにし、「生活環境主義」を提唱してきた。しかし、生活環境主義は
地球規模あるいは国民社会レベルの構造的危機に対しては対応ができず現状追認の保守主義に陥ると批判されて
きた。
 本研究では、新しい世代の研究者とともに、琵琶湖岸をはじめとする国内外の「小さな共同体」の調査を実施
し、普通の人々が暮らす「小さな共同体」が生活知を駆使して柔軟に対応していることを確認し、バージョンア
ップした「生活環境主義」の可能性を示し、そのデータを収集したことに意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
現代社会はさまざまな種類の「環境問題」にあふれている。それは 1960 年代の「公害」問題か
ら 1990 年代以降の「地球環境問題」まで多様な次元で生起しておりそれらが複雑に絡み合って
いる。何がこうした多様な「環境問題」を引き起こしてきたのだろうか？かつてのように営利の
ために「毒」をまき散らす「公害企業」や住民を無視した大規模な開発事業を推進する国家が一
方にあり、著しく深刻な被害を被る市民や住民が他方にあるという、わかりやすい善悪二分法は
通用しなくなって久しい。現実には、「公害企業や大規模事業」が活力を失いつつある地域社会
に雇用と富をもたらしたり（たとえば基地や原発など）、生存困難レベルに陥った最底辺の貧困
層が自然環境を破壊したりする（たとえば森林伐採や野生動物狩りなど）ことは、頻発している。
また世界レベルの政治経済的力学を背景にした内戦や戦争（たとえば石油や鉱物資源の権利）は、
アジアやアフリカの多くの熱帯雨林を消滅の危機においやっている。では、こうした多様なレベ
ルの要因が複雑に絡み合って生起する「環境問題」に対してはいかなる方策が有効であり意味あ
るものとなるのだろうか？ 
 こうした「環境問題群」に対して、これまで支配的な対処策として用いられてきたのは、「京
都議定書」や「パリ協定」といった国際的な条約や様々な国内法による規制によって、環境を保
全するというものだった。それはいうまでもなく、近代科学（と合理的思考）に基づく解決策と
して社会的に受容され実施されてきたものだ。もちろんこうした法や制度による統制とは別に、
個人の価値観や生活スタイルを見直し環境に対する意識と知識を高めることで、「環境問題」に
対処することも重要な解決策の一つとして取り上げられてきた。 
 これらの対処法は、有効に機能する場合もあるのだが、重要な視点が欠けている。それは、「環
境問題」と現場で直接接し相互に多大な影響を受けている人々の思考と対処能力を視野にいれ
ていない点である。「環境問題」の現場では、「問題」は包括的・総合的に現象しているのであっ
て、「環境問題」「政治問題」「経済問題」などのカテゴリーごとに分かれて現れているのではな
い。したがってそれへの対処もまた、その地域と社会に生きるひとびとが包括的かつ総合的に受
け止めて解決のための働きかけをすることになる。つまり大地震や台風などの自然災害に起因
する環境破壊も、原発事故、内戦内乱、そして貧困や格差などに起因する環境破壊も、そこで暮
らすひとびとにとっては等しく生活と社会と密接に関わった「問題群」として認識され対処され
るのである。こうした「環境問題」の現場で確認できるそこで暮らすひとびとの包括的で総合的
な対処能力とその土台にある思考（思想）に着目して、それを積極的に評価しようというのが本
研究の立場である。この立場の原点は、1980 年代に研究代表者が研究協力者である鳥越皓之、
嘉田由紀子などとともに行った、琵琶湖畔の集落の環境社会学的調査をもとにして提唱した「生
活環境主義」という考え方であった。「生活環境主義」が注目したのは、当時は評価されること
なく貶価されさえしていた村落共同体、とりわけ日本の場合、農山漁村社会の「小さな共同体」
が備えてきた環境保全力であった。1970 年代の大規模開発（琵琶湖の場合は、琵琶湖総合開発
事業）に対して、実際に地域の生態・生活環境保全のために大きな貢献をしたのは、この小さな
共同体の巧みな知恵と実践だった。またそれとは逆に、1980 年代以降日本社会のなかでも拡大
し始める「反開発」「自然保護」の主張によって、生活圏を脅かされることに抗い自らの生活世
界の充実を確保したのも、この小さな共同体の知恵と実践だった。 
 こうして生活環境主義者は、一方で、現代世界を席巻する近代的開発主義や経済合理主義と、
他方でそれとは対極の立場の自然環境主義から自らを区別して、「小さな共同体」の生活世界の
保全を第一義とする視点を強調していった。以降、生活環境主義者は、この「小さな共同体」の
生活保全の実践こそが、地域の生態環境と生活環境の双方を両立させる鍵であり、現代社会にお
ける「環境問題群」に対する有効な処方箋となることを理論的にも実証的にも明らかにしてきた
（鳥越・嘉田由紀子編，1984，『水と人の環境史』、鳥越編，1989，『環境問題の社会理論』、古
川・松田編，2003，『観光と環境の社会学』、古川，2004，『村の生活環境史』、中村・鳥越編, 2014,
『風景とローカルガバナンス』、嘉田, 2008, 『生活環境主義でいこう』、Furukawa ed. 2010 
Jarunhiti、松田, 2009, 『日常人類学宣言』, Matsuda et al eds. 2017 African Virtues in the 
pursuit of conviviality、鳥越ら編, 2018, 『生活環境主義のコミュニティ分析』）。  
 しかしながら生活環境主義に対しては、とりわけ 1990 年代以降、さまざまな視点（それも相
対立する視点）からいくつもの批判や疑問が提出されてきた。そうした批判を大別して整理する
と以下の 3 点に集約できるだろう。第一の批判は、生活環境主義の「調和性」を批判するもの
だ。それは農山漁村の共同体内部の対立や差別あるいは政治的・経済的立場の多様性や分断を無
視して、共同体を調和的なものとして「ロマンティック」にとらえすぎているというものである。
第二の批判は、生活環境主義は国家と国家の権力作用をとらえられないという批判だった。その
批判の前提となるのは、国家や巨大権力の意志と決意の前では小さな共同体の意思や判断など
は取るに足りないものだという認識である。そして第三の批判は、生活環境主義の適用性、応用
力に関するものだ。生活環境主義が前提にする「小さな共同体」は日本独特のものであり、生活
環境主義は日本以外の社会では通用しない「一国理論」に過ぎず、国際的な適用可能性はないと
いう批判である。この主要な三点の批判以外にも、21 世紀にはいり、とりわけ開発社会学や開
発研究において「参加型」「地元密着型」といった概念が、community-based の名の下に普及し



一般化すると、「生活環境主義」の小さな共同体主義はすでに常識化しており、目新しい主張と
はいえないという疑問も生じてきている。 
 本研究では、こうした批判や疑問を受け止めそれらを乗り越えて、「環境問題群」を解決する
有効で意味ある処方箋として生活環境主義を発展・再創造することを目指した。生活環境主義を
時代にあわせて深化発展させることで、生活環境主義が 21 世紀の現代世界を生きる人びとにと
って自然環境を保全し生活環境を創造するための有効な思考と実践の方法であることを示すの
である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、以下の三点である。 
第一は、「小さな共同体」が持つ環境保全のための潜在的創造性をはじめて社会理論のなかに

位置づけた「生活環境主義」を、21 世紀の日本社会だけでなく、アジア・アフリカ社会におけ
る環境保全のための新しいパライダムとして再創造することである。生活環境主義は、1980 年
代、琵琶湖畔の集落の環境社会学的調査の中で、マクロな社会構造（システム）主義とミクロな
個人主義（私化）の分裂を乗り越え、構造でもなく個人でもないそれらが創発的に接合する共同
体に依拠して、拘束的な構造や自由な主体の中間に位置する「生活世界」が持つ環境保全の可能
性を強調して誕生した。それは、人びとが生活世界の保全を最優先することで構築される共同体
的公共性（コモンズと重複する部分がある）を通して、地域の河川や森林などの生態環境が保全
されてきたことに着目するものだった。これに対して、先述したように、そうした潜在力が、日
本以外の社会においても見出されるのか、あるいはこうした視線そのものが「小さな共同体」を
ロマン化して国家や上部権力の圧倒的力を隠蔽しているという批判が投げかけられている。本
研究では、こうした批判を踏まえて、それに応えることで新たな生活環境主義を構築していく。
そのための具体的方策として、大規模な自然災害（地震や水害）や地域を賛否で二分するような
国策施設（原発や基地）建設や大規模事業の導入といった状況を取り上げて、それに対する小さ
な共同体の環境保全の対処方策および共同性維持の知恵と実践を解明する。さらには小さな共
同体の外側から暴力的にもたらされた戦争や内乱による社会の断絶と環境の破壊に対して、小
さな共同体が示す癒やし、和解、保全の豊穣な対応力をとりあげて考察を加える。こうした検討
を行うために、日本社会の小さな共同体調査と並行して、アジア・アフリカ社会における小さな
共同体の環境保全力を抽出し理論化を試みる。 
 第二の目的は、現代世界の「環境問題群」への対処に関して「小さな共同体」のもつ潜在的対
処力の具体的な発現メカニズムを実証的に解明する点である。近代社会の構造的変化に関する
定番の理解に従えば、農山漁村などの伝統的共同体はその過程で解体され、より産業化・個人化
された社会が出現するというものだった。そこにおいては、「小さな共同体」は、全体社会の変
化の一方的な被規定要素であり、周縁化された構造的弱者、あるいは時代に取り残された「過去
の社会システムの残滓」として位置づけられてきた。その一方で、近代化の進展（あるいはポス
ト近代化の到来）は、こうした「共同体」を失われた人間性（社会性）の源泉として、過剰にロ
マン化したりファンタジー化したりする動きも生み出した。それはより上位の政治権力と連動
して、ノスタルジックな言説や思想をつくりだしてきた（例えば大震災後の国家主導の「絆」運
動など）。しかし本研究が注目する「小さな共同体」が示す地域環境保全のための潜在力は、こ
うした一方的な客体化やロマン化とは正反対のものである。それは、構造的な矛盾に対処する術
を創り出したり、より上位の政治的単位や同レベルの共同体と折衝/連携しながら、解決の方策
を見出したりするものだった。こうした過程をたんねんに追跡し解析することを通して、「小さ
な共同体」のもつ環境保全のための可能性にとどまらず、国際社会、国家（国家連合）と諸個人
の中間に位置する、上からの統制と下からの雷同とは区別された、新しい社会を創造する可能性
までも具体的事例を通じて実証的に探求することである。 
 第三の目的は、21 世紀の開発社会学・開発研究では「定番」化している「コミュニティに依
拠した組織（community-based organization）」や「住民参加型（community participation）」
とは根源的に異なる共同体観の提示にある。そもそも生活環境主義が前提にしてきた「小さな共
同体」は、その地域で歴史的に生成・編成・創造されてきた思考、知恵、制度、価値を前提にし
たものだ。しかし今日、流行のように使用されている community-based思考の根底にあるのは、
グローバルな価値・基準にもとづく共同体観である。英語の読み書きができ、近代的な学校教育
を受け、グローバル言説を操ることができる人々によって構成される community-based なので
あり、それと相反するものは、「伝統」「迷信」「非合理」として二級化され、そのような地域の
知恵を排除して、国家や法、グローバル正義などに親和的な人々がコミュニティの代表として承
認され認知されるのである。本研究において着目しているのは、こうした開発研究において脚光
をあびているコミュニティではなく、これまで否定され無視されてきた知恵や思考、制度や実践
を外世界との相互作用のなかで再創造している「小さな共同体」の日常性、普通の暮らしのもつ
創造性を明らかにすることである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、現代世界における「環境問題」をとらえ、それに対処する方策として 1980年代に提



唱された生活環境主義に注目し、その現代的発展モデルを具体的現場から提出することを目的
としている。そのために、これまで生活環境主義に対してなされた代表的な批判を念頭に、それ
に答えるなかで、新たな生活環境主義をつくりあげていく。研究期間内にこの目的を達成するた
めに設定した課題と方法は次の二点である。 
第一の課題と方法は、生活環境主義の汎用性（応用力）を高めるという課題である。生活環境

主義が日本独特な「村落社会」に適用できるだけでなく、アジア・アフリカの諸社会の環境保全
を考える際にも有効であることを検討する。そのために、日本の琵琶湖畔集落と福島の原発事故
避難地域に加えて、ネパール・カトマンズ盆地の都市郊外コミュニティ、カンボジア東部の熱帯
雨林帯の農村、韓国済州島北東部の小漁村、さらにはウクライナのチェルノブイリ原発事故避難
地域の農村および西ケニアの熱帯雨林内の農村をとりあげる。ネパールではカトマンズ盆地の
コカナ地区をとりあげ、膨張した都市人口を収容するために郊外に建設されつつある大規模団
地に対する「小さな共同体」の対処法のなかに秘められた知恵を探る。また済州島ヘンウォン地
区の漁民が、大規模資本による乱開発と外部からの「開発反対運動家」に対して、「伝統的」な
契文化と村落規範を再創造することで巧妙に生活世界を確保していく過程を明らかにする。チ
ェルノブイリの原発事故で旧ソ連国家によって強制的に立ち退きを命じられ消滅した「小さな
共同体」は、依然として立ち入り禁止令が出されているにもかかわらず、その成員が連帯と癒や
しを求めて帰還し無許可居住を継続している。そうした「違法な行為」のなかにある「小さな共
同体」の目論見を検討する。また西ケニアにある貴重な（東アフリカに残存する数少ない）熱帯
雨林の森は、今日、貧困化した周囲の村人にとって薪と木炭の日銭稼ぎの場となっている。環境
保護のためのグローバル NGO や政府森林局からの森林保全の論理は、彼らにはなかなか届かな
い。こうした状況のなかで働く「小さな共同体」の創意工夫を検証する。以上のように、海外の
事例を通して、生活環境主義が日本社会のみに適用できるローカル理論ではなく、より普遍的な
適応力をもった社会理論であることが示されるのである。これに加えて、日本での調査を継続す
ることで、その汎用性を高めていく。そのために、琵琶湖畔の集落調査においては、過去 300年
間にわたり村の責任者が書き続けてきた「村の日記」をもとに、「小さな共同体」の歴史的な対
応力を抽出する。また「３．１１」で強制的に解体された福島の農村共同体が、避難先がばらば
らになったにもかかわらず、かつての共同性を保持しそれを維持するための仕掛けをつくりあ
げていく過程とその意識について解明を試みる。 
 第二の課題と方法は、共同体の境界を越えて生起する深刻で重大な危機（災害や紛争など、こ
れまで生活環境主義では対処できないと批判されてきた破局的な危機）に対して、「小さな共同
体」がいかにそれと向き合い、対処し、その苦難を乗り越えてきたかについて、日本、ネパール、
カンボジア、韓国、ウクライナ、ケニアの小さな共同体の集約的調査から明らかにする。日本で
は、水害常習地の東紀州、矢作川地域、江戸時代からの水害記録を村で保存している琵琶湖湖西
地方の知内地区の三つの小さな共同体を事例に検証する。ネパールでは大規模地震で深刻な被
害を受けたカトマンズ盆地コカナ地区など、カンボジアではクメール・ルージュとの内戦で社会
が分断され紐帯が切断されたカンボジア東部のバイリン地区における社会修復・和解の方策の
ための「小さな共同体」の実験をとりあげる。韓国では大規模資本の工作によって分断された漁
村共同体の再連帯化の試みを、ウクライナでは原発事故汚染指定地区からの避難命令を新たに
読み直す共同体の知恵を、ケニアでは貧しさから熱帯雨林の伐採を行う村人に対する共同体の
支援（制裁ではなく）の思考を分析する。こうした「小さな共同体」が、上位の政治権力から受
ける制度的政策的指示やグローバル NGOなど外部の組織からの金銭援助や「正義」の介入に対し
て、どのようにそれを受容変換しながら現実を作り直し地域の生態環境を保全のために創意工
夫を凝らした実践を組織してきたかについて明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
本研究では、現代世界における「環境問題」の様態を明らかにし、それに対処する方策として
1980 年代に提唱された生活環境主義に注目し、その現代的発展モデルを具体的現場から提出す
ることを目的として、以下の三点について調査研究を行った。(1)「小さな共同体」が持つ環境
保全のための潜在的創造性をはじめて社会理論のなかに位置づけた「生活環境主義」を 21世紀
の日本社会だけでなく、アジア・アフリカ社会における環境保全のための新しいパラダイムとし
て再創造する。(2)現代世界の「環境問題群」への対処に関して「小さな共同体」のもつ潜在的
対処力の具体的な発現メカニズムを実証的に証明する。(3)21世紀の開発社会学・開発研究では
「定番」化している「コミュニティに依拠した組織」や「住民参加型」とは根源的に異なる共同
体観を提示する。 

これらの研究目的の達成に向けて次の二点を課題とした。第一の課題は、生活環境主義の汎用
性（応用力）を高めるという課題である。第二の課題は、災害や紛争など、これまで生活環境主
義では対処できないと批判されてきた共同体の境界を越えて生起する破局的な危機に対して、
「小さな共同体」がいかにそれと向き合い、対処し、その苦難を乗り越えてきたかについて、日
本、ネパール、カンボジア、韓国、ケニアの小さな共同体の集約的調査から明らかにすることで
あった。 
期間中（2019−21、22−23延長）は COVID-19パンデミックが全世界を席巻したため、フィール

ドワークを研究方法の中心とする本研究は方法の変更を余儀なくされた。そのため不十分なが



ら実施した調査研究によって、日本に限らずフィールドとした各地域でも災害などの深刻な危
機に際して、普通の人々が普通に暮らす「小さな共同体」が柔軟に状況を受け止め対処して来た
ことを明らかした。またこうした調査地の具体事例の分析と研究会での討議を通して「生活環境
主義」が共同体の境界をはるかに越えて生起する破局的な危機に対しても応用可能であること
を確認した。 
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